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面圧をうける段ボールの偏楕円波形中芯（楕円の対称部よりなる）の弾性応力を求めた。また、面圧を
受ける中芯の曲げ応力ｏの状態と形状との関係を議論した。得られた主な結果は次のようなものである。
(1)正弦波形の際と同様、中芯内側表面の位置ｘ＝Ｌ／４に｜Ｃｌの最大値ｏ…が生じる。Ｌは中芯波形
の波長､ｘは波高hおよび中芯の厚さＴの中央位置から流れ方向に沿っての距離である。その値は､正弦波
形のものより１～2倍大きく、ｒ（h／2と波高方向の楕円半径との比）の増加に伴い順ｉｊ(減少する。
(2)中芯の応力状態は、ｘ＝Ｌ／32の位置に、応力の極大または極小が生じ、その位置はrの増加に伴い、
L／32からＬ／12へと移動する。

(3)ｐ＞Ｔ／2の域では、Ｔの増加に伴いｏｍ.は顕著に減少する。Ｌの増加に伴い、ｐ＝Ｔ／2の付近で
は○…は急激に減少しやがて､増加する傾向を示す。また､ｈの増加に伴ってｏ…は減少し、やがて増加す
る。
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1.緒言 2倍程度に大きい。そこで、比較的形状変化

に富む半楕円波形中芯についての面圧下の応

力解析をおこなったが、半円波形の際と同様

に正弦波形のものより２倍程度大きくなるこ

とが示された。したがって、波長と波高との

関係に柔軟性を持たせることが可能であり、

ＰＣ＝Ｔ／2に生じる高応力状態を避け得る中

芯の形状を議論することは意義あることと思

われる。

そこで、本報では、中芯の高さ中央部の傾

きを変化させることが可能で、応力無限大発

生の防止が容易な中芯波形として、偏楕円す

なわち楕円の一部対称曲線からなる波形の中

芯の弾性応力解析をおこない、その中芯の応

力強度と正弦波形状のものとの比較検討をお

こなうことを試みた。議論を進めるに当たっ

て、前報と同様に、比較的高い近似で部材全

体の変形の議論が容易にできるものとして、

曲がりはりの曲げ｡)~3)'５)'6)変形解析による算

定法を用いた。

波状の板は、段ボールばかりでなく、包装

用材および構造用材としても盛んに用いられ

ている。その利用の力学的基本形態となるも

のに、面圧がある。したがって、面圧を受け

る中芯の応力状況を明らかにし、その強度を

議論することは、段ボールの合理的な利用の

面から、また鋼材、樹脂材、スレート材の波

板などの使用に対する工学的強度設計上の立

場からも重要なことであると考えられる。

段ボールの強度の研究､詔)は多くなく、特

に、基本的な研究は少ないが、その中に引張

りに関するもの‘)があり、弾性変形として、

面圧縮5)~8)、曲げ（曲げモーメント軸が流れ

方向に沿ったもの的~'２)、垂直なもの's)）に関

するものがある。また、薄い波板の弾性曲げ

こわさを議論したもの】`)がある。面圧を受け

る段ボールの中芯の厚さＴの1／2の値が中芯

の最小曲率半径仇より大きい際、そのｐ･値

付近で、曲げ応力の無限大が発生することが

示されている｡)6)。このことより、段ボール中

芯のｐ・を可能な限り大きくとれる最適な波

形設定として、円形状の波形が考えられ、こ

れに応じ面圧を受ける段ボールの半円波形中

芯１５)および半楕円波形'`)の弾性応力を求め、

その強度を議論したものがある。また、段

ボールに関するものではないが、楕円筒の圧

力容器に関する応力解析についてのものがあ

る'7)。

半円形波形は、中芯の波長の1／2と波高と

が等しい状態であり、形状変化に乏しい。ま

た、半円形中芯は、応力の無限大の発生が最

も生じにくい形状で、その発生の対処が容易

ではあるが、正弦状波形に比べ、最大応力は

2.応力の解析方法

2.1応力解析

段ボールの中芯の段上下部は糊付け処理に

よってクラフト・ライナー（KL）に固定され

ており、その接触部付近は加工によって複雑

な材質、形状の変化などが生じるものと思わ

れるが、簡便のため近似的に均一なものであ

るとして考える。一部対称な楕円曲線波形中

芯の際も正弦波形のものと同様に周期性およ

び対称性を考慮すると、１／4波形が基本的な

形状であると考えられる（Fig.１（a）参照)。

そこで、中芯の形状は一部対称な楕円曲線波

形が逆向きに交互に結合した波状のものであ
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L／２＋（、＋１）Ｌなどの域で、

[1-FニニLL2lI]巴，’ (､）（1a）ｙｏ＝ｙ＊
ＮＣ

,'(､)イ[1-F二2Ｗ
ｘｌ（､）＝Ｌ／４＋ｎＬ

ｙｑｉ（､）＝ｙ準一ｈ／２

ｘ＝ｎＬ＋Ｌ／2～（ｎ＋１）Ｌの域で

，､イ[,_(x一芸(､))T2yMn)(,b）

八

に
(･）

[1-F娑卯y：（､）＝ｙ＊

ｘ：（､）＝Ｌ／２＋ｎＬ

ｙＭｎ）＝ｈ／２－ｙ＊

と表せる。ただし、ｘ､およびy*は中芯波形の

基となるｙ･の楕円のｘおよびｙ方向の軸半径

であり、Ｌは波形の波長である（Fig.１（a)，

(b）参照)。

正弦波形のｙ･は

，｡=÷Sm[皇吾L）（２）
で表される。

したがって、楕円形および正弦波形の中芯

の厚さ中心面の点(X,ｙｂ)から厚さ方向にtの

距離にある位置ｙは

ｙ＝ｙｂ＋ｔｓｉｎｅ Ｇａ）

で表される。６は中芯の厚さ中心面の接線と

流れ方向ｘとのなす角

(b）

Fig.１ Compositionofco｢｢ugatedfiberboardanda
fundamentalelementofcorrugatedsheet．
(a）AfundamentaIeIementofcor｢ugated
sheetPositions（x､ｙ0,ｔ）ｆｏ「SCPmedium
ofpartialelIipticwave、HerＢＴ．Ｌ，ｈ，Ｗａｎｄ

Ｗｏ「epresentthicknesSwaveIength，height・
weightandIateraIfo｢ｃｅｏｆｃｏ｢rugated
sheets，「espectiveIy．
(b）Ａｐａ｢tiaIeIipusewaveandelIipuses．

ると考える。すると、その結合部の勾配も連

続になる（Fig.１（b）参照)。その波形の高

さｈおよび中芯厚さＴの中央を原点Ｏで、フ

ルートの流れ方向をx､高さ方向をｙで、中芯

紙厚中央の位置をy･で表し、ｎを整数

、＝・・・・－３，－２，－１，０，１，２，３，．…

で示すと、その位置y・（＞Ｏ）は、ｘ＝ｎＬ～

(鶚） (3b）Ｏ＝tan-】

である。

用いられている段ボールは広い板状のもの

であり、面圧を受ける段ボールの変形は、近

似的に、平面ひずみであるものとみなせる。

また、平面ひずみの応力状況は平面応力のも
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のと類似することが示されている】8)。そし

て、中芯のＴおよびＬを見ると、ＴはＬに対し

て薄板のように小さくはない。このことよ

り、前報s)詔)'`)'`)にならって、中芯の変形を

近似的に一定な単位幅をもつ（Fig.１（a）の

ような）曲がりはりと同様なものであると考

える6)宅)。すると、その曲げ応力◎は近似的

に

の曲がりはりであると考える。Ｆｉｇ．１（a）に

示すように、Ｗとそれに伴う横開き（x方向

の変位）を阻止するＷbを考慮すると、着目点

の軸力Ｎは力の平衡方程式より

Ｎ＝－（ＷＳｉｎｅ＋Ｗｂｃｏｓｅ） (6)

で表される。また、曲げモーメントＭはモー

メントの平衡方程式より

M=M-W(芸-x)十Wb(号－，）（７）
で表される。ＭｏはＫＬ接触部の固定モーメン

トである。ｘ＝Ｏ、ｙ･＝Ｏにおける中芯形状の

反対称性に伴うＭの反対称性によって、ｘ＝

O、ｙ・＝ＯでＭ＝Ｏとなることより、Ｍｂは

Mo-[￥一半］（８）
で表されることがわかる。すなわち、Ｍは

｡÷+闇['十会〔六)］（４）

K=告開+合開`+÷開'一
（5a）

で表される】，)２０)。ただし、ＭおよびＮは所定

の位置ｘにおける曲げモーメントおよび軸力

である。Ｐは位置yoの曲率半径

川讐〕丁
(5b） (9)Ｍ＝ＷＸ－Ｗｂｙｏｐ＝－

際）
で表される。

中芯のＫＬ接触部の横変位は強度の高いＫＬ

の束縛によって近似的に零であると考える。

すると、カスチリァノの定理（ひずみエネル

ギ法)劃によって、面荷重Ｗを受ける際の横

変位スの表示を導出することができ、そのス

が零Ｃｌ（ｘ＝Ｌ／2）＝Ｏ）となる際の変形条

件

スーｏｕ／０Ｗｂ（10a）

である2')。

また､段ボールのKL接触部を通して､中芯

に負荷が生じる。その負荷は波形位置の最上

下部に集中し、その部分で下上方向に圧縮荷

重Ｗが、また右左方向に横荷重Ｗbが働くよ

うに表される（Fig.１（a)参照)。しかし、そ

の変形はさらに糊付け部の影響また加工によ

る変化などが加わり、相当複雑な状況をなす

ものと考えられるが、前報`）と同様、その部

分はせまい部分であり、サンブナンの原理理）

によりその位置から形状寸法Ｔ程度離れると

本来の変形状態を示すものと考えられる。し

たがって、前報5)のように、近似的に、はり

設計の一般処法にならい、荷重位置をFig.１

(a）のように両端が上下移動をする両端固定

』=銃[-N…＋凶器L1g-yJ脾
十歳nNB-yJ-Mc･so]｡． (10b）

（ｘ＝Ｌ／2）＝ス（ｘ＝ｈ）＝０（10c）

によりＷbの値を数値計算によって求めるこ

－１１０－
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とができ、(4)、(6)、（９）により各波形の中

芯応力の値を明らかにすることができる。た

だし、Ｓは規準位置より中芯の厚さ中心に沿

っての長さであり、（10a）のｕはひずみエネ

ルギを表し、近似的に

ﾛｰI器｡‘+I上鵠さ饗2..

＋I鶚｡。（ＩＤ
で表される”。
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3.1横荷重の決定値

（４）より、曲げ応力ｏを直接求めることは

困難である。けれども、ｗbを明らかにすれ

ば、（８）によってＭ・が明らかとなり、（４）お

よび（７）よりｏを明らかにすることができ

る。したがって、ｗbの値を求め、その挙動を

明らかにすることは重要なことである。ただ

し、（10c）の数値計算によって、楕円波形の

Ｗbを求める際、ｘ域（O～L／4）の分割数を

2048までとり、誤差0.5％以下となるように

した。そして、議論を容易にするために、ｗ

＝１（jUN）と単位化した際のＷ・を求め、検

討する。

得られた偏楕円波形および半円波形中芯の

Ｗ･とＴとの関係を示したものがFig.２（a)、

(b）である。ただし、図中のｒは偏形比で

ｈ
（12）ｒ＝-万寮

である。同図より、Ｔの増加によって偏楕円

波形中芯のＷ･は半円波形のものと同様に緩

やかに低下し、その減少は半円波形のものに

比べ若干強いことがわかる。

０ 0.4 ０．８ 1.2

Ｔｍ、

（b）

(a).(b）ReIationsbetweenWoandTfor
SCPmediumofthepartialeIIipticwave
sinisvaIuesofthesinusoidaIwave．

Fig.２

偏楕円波形および半円波形中芯のＷ・とＬ

との関係を求め、それを示したものがFig.３

(a)、(b)である。図より、Ｌの増加によって、

それらＷ･は、共に、ほぼ比例して増加するこ

とがわかる。

偏楕円波形および半円波形中芯のＷｏとｈと

の関係を求め、それを示したものがＦｉｇ．４

(a)、（b）である。図より、ｈの増加によって、

それらのＷ･は、共に、ほぼ反比例的に減少す

ることがわかる。

偏楕円波形中芯のＷ･とｒとの関係を求め、

示したものがＦｉｇ．５（a)、（b）である。図よ

り、ｒの増加によって、Ｗbは共に若干減少す

－１１１－
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Fig.３〔a),(b）ＲｅＩａｔｉｏｎｓｂｅｔｗｅｅｎＷｏａｎｄＬｆｏｒ
ＳＣＰmedium

1２

ｈｍｍ

（b）・

Fig.４（a),(b）RelationsbetweenWoandhfor
SCPmedium

ることがわかる。

（９）よりモーメントＭは、表面上、Ｔと無

関係であることが伺える。このことおよび

(4)より、Ｔの増加によるＷbの緩やかな減少

は、前報6)と同様にＴの増加に基づく強度の

増加によるものと考えられる。そして、ｗbが

働く点のモーメントＭ･は形状係数Ｌ、ｈによ

って変わるものと考えられる。そこで､Ｍ･と

Ｌおよびｈとの関係を求めたものがFig.６で

ある。図より、Ｌの増加によってＭｏはほぼ比

例的な増加を示すことが、ｈの増加によって

Ｍ･は緩やかに減少し、増加することがわか

る。また、（８）より、Ｗbは

[4ＭＯ－ＷＬ］
(13）Ｗb＝

2ｈ

で表される。これらのことより、ＷbのＬよる

比例的な増加はＬによるＭ･の比例的増加によ

って、またＷbのｈによる反比例的な減少はｈ

の変化に対しＭｏが僅かであること、ならびに

(13)のｈの反比例関係によって生じたものと

考えられる。そして、（12）およびFig.６よ

り、ｒの増加によって生じるＷbの若干の減少

はｒの変化に基づく形状変化によって生じた

ものと考えられる。
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（b）

(a）ReIationsbetweenstressoandx
forSPCmedium．

(b）ＲｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｏａｎｄｔｆｏｒＳＰＣ
medium．

ｒ

(b）

Fig.５（a),(b）ReIationbetweenWbandr
forSCPmeｄｉｕｍ

ｒｉｓｔｈｅｒａｔｉｏｔｏｈ／２ａｎｄ「adius

ofcu｢vatureinthewavehight．

Fig.７

1.6 3.2応力の分布状態

所定の位置ｘにおける偏楕円波形および半

円波形中芯の曲げ応力。とｘとの関係を求め

た。それがFig.７（a）である。図より、正弦

波形および半楕円波形の際と同様に､ｘ＝Ｌ／

4で応力の絶対値は最も大きく、圧縮側（外

側）表面の応力の絶対値より大きいことがわ

かる。そして、ｘ＝Ｌ／32付近に正弦波形中

芯のび、ならびにＬ／12付近に偏楕円波形中

芯のびの極大または極小が生じ、偏楕円波形

中芯について、その絶対値は、ｘ＝Ｌ／４の

｜ヮ｜に比べ1／(1～2)倍となり、幾分小さ

くなることが､正弦波形のものに比べ3～4倍

／
一
ｍ

○
●
６

「
ｍ
／
一
目
】

耐濡。γ・・・
４
一
一
一
一
一
／

皿
Ｂ
ｒ
一
○
／

●
。

｝
／

●
．
。

’
。
～

／
○

芦

ユ０．８

盲

０ ４ ８ 1２

Ｌ／2,ｈｍｎ

ＲｅｌａｔｉｏｎｓｂｅｔｗｅｅｎＭｏａｎｄＬａｎｄｈｆｏ「
SPCmedium

Fig.６
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大きくなることがわかる。また、ｒの増加に

伴い、｜極大の応力値／最大応力｜は増加す

る傾向を示すことが、ｒ＝0.2になるとほぼ両

｜Ｃｌは等しくなることがみられる。このよ

うにｌｏｌが等しくなることは、中芯材料が

ｘ＝Ｌ／4の位置ばかりでなく、ｘ＝Ｌ／12付

近の位置においても強度への寄与としての役

割を十分に果すことになり、素材全域に関す

る強度寄与が有効に働いているものと考えら

れる。

ｏと厚さ方向の位置ｔとの関係を求めた。

それがFig.７(b)である。図より、｜Ｃｌは

一般の曲りはりに見受けられるような｜ｔｌ

の増加に伴う単調な増加がみられる。

Ｍとｘとの関係をFig.８に示す。図より、ｘ

の増加に伴うＭの変化は形状によらずＯのｘ

による変化と同様になることがわかる。した

がって、(4)より、ｘの増加による｜Ｃｌの極

大または極小、およびｘ＝Ｌ／4の’０１の最

大または最小の発生は、ｘによるモーメント

の変化によるものと考えられる。
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（b）

(b）ReIationsbetweeno…ａｎｄＴ
ＳＣＰｍｅｄｉｕｍ

Fig.９（a）
ｆｏ「

３３０m叩と形状

材料の破壊はび最大の位置でおこるものと

考えられる。そこで、そのｏ絶対値の最大値

ロmaxとＴ、Ｌ、ｈの関係を議論する。

◎､画とＴとの関係を求め、それをＦｉｇ．９

(a)、（b）に示す。曲率半径ｐがＴ／2より大

きい域では、図より、両応力はＴの増加に伴

い顕著に減少することがわかる。そして、同

図にはみられないけれど、当然のことではあ

るが、正弦波形のものは容易に、曲率半径ｐ

＝Ｔ／２（Ｌ＝9.2､ｈ＝4.6ｍｍでＴ＝1.8ｍｍ

のとき）となり、その位置付近で急激にｏ…

の増加が生じ、無限大が生じるものと考えら

れる6)。
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１
Ｊ

ｘ／Ｌ

Ｆｉｇ８ReIationsbetweenmomentMandxfor
SPCmedium
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Fig.１０（a),(b）Relationsbetweenabsolutemax卜

ｍｕｍｏ…ｏｆｏａｎｄＬｆｏｒＳＣＰｍｅｄｉｕｍ

４ ８ 1２
ｈｍｍ

（b）

Fig.１１（a),(b）Relationsbetweeno…ａｎｄｈ
ｆｏ「ＳＣＰmedium

ｏ…とＬとの関係を求め、その関係をＦｉｇ．

1０（a)、（b）に示す。図より、両応力はＬの

小さい域では、omaxが無限大となり、有限の

ｏ…は、実在できず、ある特定値（曲率半径

ｐ＝Ｔ／２となるＬの値）を越えると実在する

ことがわかる。そして、Ｌの増加によって、

まず無限大より急激に減少し、やがて増加す

る傾向が伺え、また、その間に極小がみられ

る。そして、無限大は、正弦波形のもののＬ

が大きい域まで生じ、発生が容易であること

がわかる。

Cmaxとｈとの関係を求め、その関係をＦｉｇ．

1１（a)、（b）に示す。図より、図のｈの域で

は、◎…無限大はみられないが、ある特定値

(曲率半径ｐ＝Ｔ／２となるｈの値）において

ｏ…無限大が生じることが指摘されてい

る5)③。したがって、その特性値以下の域のｈ

では、同図に示すように、有限のｏ唖が実在

し、ｈの増加によって、まず若干減少し、やが

て緩やかに増加することが、そして、その間

に極小が生じることが伺える。

omaxとｒとの関係を求め、その関係をＦｉｇ．

1２（a)、（b）に示す。図より、偏楕円波形の

形状によらず、ｒの増加に伴ってＣ…は順次

増加することがわかる。

Ｔの増加に伴う｡…の顕著な減少は、正弦

波形6)`)および半円波形'5)､半楕円波形i`》の中

芯の際と同様にＴの増加に伴う強い強度の増
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びｒは小さくなるよう形状設定を行うと、

◎…は小さい値となり、妥当な強度状態を示

し、有効な形状設定となることがわかる。

また、本結果は、面圧縮を受ける段ボール

の偏楕円波形中芯についてのｒの適切な設定

は材料の有効利用上、また強度設定上、重要

なものであることを議論している。このこと

は、段ボールの工学上意義あると思われ、有

意義な基礎資料となるものであると考えられ

る。
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4.結言
￣

００１

国
日
、
声
：
ロ 面圧をうける段ボールの偏楕円波形の中芯

(楕円曲線の一部によって作られたもの）の

弾性応力を求めた。また、その中芯の応力の

分布と形状値との関係を求め、その応力状況

と正弦形中芯の応力状況との比較を行い、そ

の特性およびその有効性を議論した。その結

果、次のようなことがわかった。

（１）面荷重一定時における偏楕円波形の中

芯に働く横荷重Ｗbは､正弦波形のものと同様

に、中芯の厚さＴおよびｒ（半波高h／２とそ

の楕円軸半径との比）の増加によって緩やか

に減少する。また、Ｗbは、波長Ｌの増加によ

ってほぼ比例的に増加し、ｈの増加に対し反

比例的に減少する。

（２）中芯の応力ｏは、正弦波形の際と同様

に、中芯内側表面の位置ｘ＝Ｌ／4にＩＣＩの

最大値ひ､､が生じ、その応力は正（引張り応

力）である。しかし、その値は、正弦波形の

ものより１～2倍大きく、ｒの増加に伴って順

次減少する。

（３）中芯の応力状態は、正弦波形の際と同

様､ｘ＝Ｌ／32～L／12の位置に応力の絶対値

＿△－－ムームーームームーム－－－－－－△￣~~－－－

１0.5０

ｒ

（b）

(a).(b）ReIationbetweeno…ａｎｄ「
fo「ＳＣＰmedium

Fig.１２

加によるものと考えられる。Ｌの増加に伴う

omaxの増加は(4)、(9)およびFig.３(a)、(b）

よりＬの増加に伴うＷbの増加によるものと

考えられる。ｈの増加に伴うｏ…の減少は

(4)、（９）およびFig.４（a)、（b）よりｈの増

加に伴うＷ･の減少によるものと考えること

ができる。そして、Ｔ、Ｌ、ｈによる応力の無

限大の発生は、前報6)のように、（４）の第２

項の1／（ｐ＋t）項がｐ＝Ｔ／２，ｔ＝－Ｔ／

２となるところで無限大となるためであると

考えられる。

以上のことより、強度についての力学的な

観点から見ると、無限大の発生のない域で

は、可能な限り、Ｔおよびｈは大きく、Ｌおよ
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の極大が生じる。そして、正弦波形の際極大

の位置はｘ＝Ｌ／12付近にあるのに対し、偏

楕円波形ものの位置はｒの増加に伴ってＬ／

32付近からＬ／12へと順次変化する。その値

は、正弦波形のものより３～4倍大きくなり、

rの増加によって○mmの大きさの程度へ順次

増加する。

(4)有限のｏ…は、正弦波形の際と同様､常

に､極率半径ｐ＞Ｔ／2の形状域にある。した

がって、正弦波形の際と同様に、ｏ…が実在

するＴおよびｈの域は零からｐ等Ｔ／2が生じ

る際のＴおよびｈ値まで、Ｌの域はｐ＝Ｔ／２

が生じる際のＬ値から無限大までである。

（５）ｐ＞Ｔ／2の形状域では、Ｔの増加に伴

い、○ｍｍは顕著に減少し、Ｌの増加に伴い、Ｐ

＝Ｔ／２の付近ではｏｍｍは急激に減少し、や

がて、近似的にＬの増加に比例して増加する

傾向を示す。まずｈの増加に伴い、ｏ…は若

干減少するが、やがて緩やかに増加する。し

たがって、Ｌ、ｈについては、その間に◎…の

極小が生じる。

以上のことより、偏楕円波形中芯の形状設

定については、正弦波形の際と同様に、可能

な限りＴおよびｈは大きく、Ｌは小さくとるこ

とが適切であると考えられる。しかし、強度

に対する設定について、ｒを小さくとること

が、◎…を低下させ、強度上妥当な設定であ

ると考えられる。さらに、偏楕円形中芯は正

弦波形のものより、全域的に’○｜が大きい

状態をとるが、一定厚さの板としての材料の

分布上からみると、合理的な状態であると思

われる。したがって、ｒを小さくとった偏楕

円波形の中芯は、omuxの無限大の発生が現れ

にくいばかりでなく、ｃ…を正弦波形の程度

の大きさに下げる形状選定も可能なものであ

る。このことより、段ボールの偏楕円波形中

芯の応力状態を議論することは、段ボールの

力学的強度上重要なことであると思われる。

本報告は、生産性および加工時における配

慮および考慮などを無視したものではある

が、段ボールのより合理的な強度形状の設定

を行うに当って意義ある基礎資料となるもの

であると考えられる。
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＜新刊害紹介＞

｢ベトナム食品産業の実態と事業機会」

門屋卓・横山理雄・西野甫・林清・高橋亨・安藤功一・荒井進・笠井紀孝著

この図書は1995年夏に日本包装学会に所属する食品､包装などの8人の専門家がベトナムを視察し

た際の調査結果とその後の追跡調査を加えたレポートである。

内容はベトナムの食品産業の特徴と動向、食品流通と包装の実態、食肉加工品･水産加工品の実態、

発酵食品･農産物の実態、包装材料生産の実態（プラスチック包材、紙系包材とケナフ)、教育制度と

大学並びに政府機関の研究開発動向、ベトナム食品産業で期待される今後の事業機会などの広範囲に

わたっており、ベトナムの食品関連企業リストも付録されている。

人口7,090万人のうち70％が農業従事者であり、1992年のGDPが220ＵＳ＄ということで、まだ発

展途上ではあるが､食料をはじめとする豊富な資源や識字率90％以上という教育など発展への潜在力

は大きい。短期間の調査ではあるが、それぞれの分野の専門家が見たベトナムの実態が伝わってくる。

写真も多数収戦され、理解を助けてくれる。日本の食品関連企業の進出も増えているが、今後一層の

資本、技術面での寄与が期待される。包装先進国としてのわが国のノウハウ、技術を活かす機会も多

くなろう。
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